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高齢者の大規模データベース（NCGG-SGS）は今後も拡大予定です。新たな検査・評価項目の追加や、効果検証を行う介入
研究など、NCGG-SGSにおけるデータベースおよびコホートを活用した共同研究を募集しています。

◆活動促進アプリ・
ポールウォーキング
を用いた介入研究

◆セルフモニタリング
による活動促進 ◆認知トレーニングエルゴメーターの開発

大規模コホートデータベースの構築（NCGG-SGS）

データベースの内容

多くの自治体と研究協定を締結して大規模な調査を実施し、これまでに約95,000名
の高齢者のデータベースを構築しています。

実施可能な研究事業（介入研究、検査など）

過去の共同研究の例

事業紹介
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